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「私たちは必死に生きた。しかし、どう死ねばよいのか、それが
分からなかった」

なぜ、透析患者は「安らかな死」を迎えることができないのか？
どうして、「緩和ケア」を受けることさえできないのか？

10年以上におよぶ血液透析、腎移植、再透析の末、透析を止める
決断をした夫。

その壮絶な最期を看取った『透析を止めた日』著者による講演。
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